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写
真
上
は
小
山
の
長
福
に
あ
る「
小
山
窯
」

の
全
景
で
、
下
は
陶
芸
家
の
佐
合
政
昭
氏
の

工
房
で
あ
る
。 

 
 

左
上
の
地
形
図
は
、
美
濃
加
茂
市
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
も
の
で
、
飛
騨
川
に
平

行
に
南
北
に
走
る
道
路
の
赤
丸
で
示
し
た
場

所
に
あ
る
。
大
字
「
小
山
」
は
、
飛
騨
川
・

木
曽
川
の
合
流
点
に
位
置
し
、
古
来
よ
り
川

湊
と
し
て
繁
栄
し
た
。
小
地
名
「
長
福
」
は
、

「
な
が
ふ
く
」
と
発
音
す
る
が
そ
の
意
味
は

不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
福
」
が
美
称
で

あ
り
、
「
長
」
が
「
福
」
を
形
容
す
る
言
葉

と
解
釈
す
れ
ば
、
「
福
」
は
福
の
止
ま
る
と

こ
ろ
、
港
の
美
称
と
も
と
れ
る
。(

地
名
の
語
源
に
よ
る)

 

 

上
流
の
深
渡
川
か
ら
の
浸
食
運
搬
さ
れ
た
土
砂
が
河
岸
に
堆
積
し
川
原
が
細
長
く
形
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
。(

ダ
ム
の
出
来
る
以
前
は
長
福
・
寺
屋
敷
・
土
井
原
・
綠
ノ

上
の
河
岸
川
に
連
続
し
て
「
川
原
」
と
い
う
小
地
名
が
表
記
さ

れ
て
い
る
。
現
在
は
ダ
ム
湖
に
水
没
し
て
そ
の
存
在
は
み
ら
れ

な
い)

 

 

対
岸
は
飛
騨
川
の
浸
食
が
強
く
、
深
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。

小
山
観
音
が
祀
ら
れ
る
岩
山(

ダ
ム
の
出
来
る
前
は
、
渇
水
期
に

水
が
な
く
な
り
渡
河
で
き
た)

と
の
間
は
浅
く
小
舟
を
止
め
る

に
は
都
合
が
良
か
っ
た
事
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
川
湊
と

し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

連
続
す
る
河
岸
の
堆
積
面
が
長
く
、
こ
こ
か
ら
斜
面
を
利
用
し

荷
揚
げ
し
た
物
資
を
さ
ば
く
場
所
や
小
商
売
の
場
所
と
し
て

「
長
福
」
が
あ
っ
た
と
考
え
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。 

 

小
山
窯
の
工
房
内
は
ア
ー
ト
作
品
製
作
作
業
場
と
ガ
ス
窯
か

ら
な
り
、
室
内
に
は
佐
合
さ
ん
の
ア
ー
ト
作
品
が
数
多
く
展
示

さ
れ
て
い
る
が
、
氏
の
若
き
日
に
世
界
各
地
を
見
聞
さ
れ
た
経

験
を
反
映
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
ば
か
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

作
品
は
日
本
の
各
地
で
行
う
個
展
を
通
し
販
売
さ
れ
て
い
る
。 

ヨ
ナ
ダ
ー
が
下
米
田
・
牧
野
の
色
々
な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
よ 


